
 

 

 

■これまでの取組 

国 県 町 

2/27 首相発表（小中高校

の臨時休業要請） 

 

●文科省ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

３つの条件が重なる場の

回避、換気徹底、大声で

の発声抑制等 

●2/28一斉臨時休業要請 

 

 

●3/2～3/24 

 町内小中学校臨時休業 

 3/2、18(小６のみ) 登校日 

 3/ 7 中学校卒業式 

 3/19 小学校卒業式 

 3/24 小中学校修了式 

   ＊規模縮小での実施 

●3/25～4/7 学年末・始休業 

4/7 緊急事態宣言（７都

府県対象） 

対象期間：4/7～5/6 

●文科省ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

学校内活動態様、地域で

の感染状況、接触者の多

寡での判断 

●県立学校 

 ～4/14 臨時休業 

始業式、入学式延期 

●4/ 8 小中学校始業式 

小学校入学式 

 4/ 9  中学校入学式 

   ＊規模縮小での実施 

●通常授業、給食実施 ～4/14 

4/16 緊急事態宣言、全都

道府県に対象地域拡

大 

●4/13県教委からの休業要請 

●県立学校 

4/13～5/6 臨時休業 

●4/15～5/6 

 町内小中学校臨時休業 

 （週 1回の登校日設定） 

4/21  ●緊急事態措置 

 文教施設休業要請 

●4/23～5/6 

 登校日、学校開放中止 

 

5/4 緊急事態宣言延長 

対象期間：5/7～5/31 

 

基本的対処方針の変

更 

●５月末まで市町村の小中学

校休業要請 

●県立学校 

 ～5/31 臨時休業延長 

●5/6～5/31 

 町内小中学校臨時休業延長 

 

5/14 緊急事態宣言を一部

地域解除（宮城県も

解除） 

 ●登校日：5/15、19、22、25、

26、27、28、29 

 

●6/1～ 学校再開 

  

 

■山元町新型コロナウイルス感染症対策本部会議 2/17～5/25 13回開催 

■町内小中学校臨時校長会議             〃   9回開催 
 

 

 

 

 

 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 に 伴 う 

小 中 学 校 対 応 状 況 に つ い て           

 

について 

資料１－１ 



〇学校再開までの対応 

臨時休業

期間 

３月：３月２日（月）から２４日（火） （△１６日） 

４月：４月１５日（水）から３０日（木）（△１１日） 

（４月８日（水）～１４日（火）まで５日間、学校再開） 

５月：５月１日（金）から３１日（日） （△１８日）     （計△４５日） 

登 校 日 

(行事除く) 

３月：１日 

４月：２日 

５月：９日                         （計１２日） 

長期休業 

の 短 縮 

(予 定 ) 

夏休み：７月２１日～８月２５日→８月８日～１９日    (１６日) 

冬休み：１２月２４日～１月７日→１２月２６日～１月３日 ( ６日) 

(計２２日) 

学校行事 授業時数の詳細を精査しながら今後検討する。 

学校開放 （図書室・校庭）５月１８日（月）から 

※（ ）内の日数については、土・日・祝日を除く授業日数を記載。 

 

〇学校再開後の対応例 

場  面 内       容 

家  庭 

登  校 

□家庭で検温と健康観察を行う。健康観察カードに記入し、提出させる。 

□登校中もマスクを着用するよう指導する。 

昇 降 口 □登校時も児童・生徒間の濃厚接触をしないように指導する。 

□マスクを忘れた児童・生徒にはマスクを配布し着用させる。 

□児童昇降口の密集対策：昇降口内に入る人数を制限する。 

□健康観察カードの提出：担当教員が発熱と症状のチェックをする。 

教室環境 

授 業 中 

□教室の窓は朝から可能な限り常時開けておく。 

□教室に入る前に、手洗いをさせる。 

□教室の児童・生徒の席は、一定程度離し、同方向を向かせる。 

□正しいマスクの仕方、咳エチケット等について指導する。 

休み時間 □トイレ、外遊びの後の手洗いを確実に実施させる。 

給  食 □児童生徒の席はグループを作らない。 

□手洗い・うがいを確実にさせる。 

□給食準備：机上を消毒後、配膳させる。 

清  掃 □窓を全開し、換気を行う。 

□マスクを着用させる。 

□清潔な環境を保つ。終了後の手洗いを徹底させる。 

□教室のごみ：ごみは素手で触らないように指導する。 

放 課 後 

消  毒 

□欠席者や早退者について家庭に連絡し、受診状況や体調の確認をする。 

□特に多くの児童・生徒等が手を触れる場所を消毒する。 

 
 


